
利水に厳しい国土条件、社会条件

我が国の降水量は世界平均の約２倍と大きいが、
人口一人当たりにすると世界平均の約１／４

我が国の降水量は世界平均の約２倍と大きいが、
人口一人当たりにすると世界平均の約１／４
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降水量 人口一人当たり年降水総量世界各国の降水量等
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（注）１．日本の降水量は1966年(昭和41年)～1995年(平成7年)の平均値である。世界及び各国の降水量は1977年(昭和52年)開催の国連水会議における資料による。
　　　２．日本の人口については国勢調査（2000年(平成12年)）による。世界の人口についてはUnited Nations World Population Prospects, The 1998 Revisionにおける

2000年(平成12年)推計値
　　　３．日本の水資源量は水資源賦存量（4,217億m3／年）を用いた。世界及び各国は、World Resources 2000～2001の水資源量による

資料：平成13年版　日本の水資源（国土交通省）より作成



利水に厳しい国土条件、社会条件

我が国の河川は、最大流量と最小流量の差が大きく、
水の利用量は最小流量を大きく上回る

我が国の河川は、最大流量と最小流量の差が大きく、
水の利用量は最小流量を大きく上回る
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※枠内の数字は、最大流量と最小流量の比率（最小流量：最大流量）。
※水の利用は、暫定水利権も含めた全水利権量。

※淀川については、琵琶湖周辺域の水利用分は除く。

最大流量・最少流量および水の利用

水の利用量最大流量 最小流量

〔流量のスケール〕

1,000m
3
/s

利根川（栗橋）

1：71

吉野川（岩津）

1：320

信濃川（小千谷）

1：49

筑後川（瀬ノ下）

1：130

高梁川（日羽）

1：200

木曽川（犬山）

1：110

淀川（枚方）

1：39

北上川（登米）

1：46

石狩川（石狩大橋）

1：31

資料：流量年表（H2～H11）及び河川便覧2000より作成



利水に厳しい国土条件、社会条件

流量変動が大きいことから、
安定した水利用のため、ダムから水を補給

流量変動が大きいことから、
安定した水利用のため、ダムから水を補給
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平成８年　利根大堰直上流地点流況（利根川）

１月 ２月 ３月 ４月 ６月５月 ７月 ８月 ９月 １１月１０月 １２月
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(m3/ｓ)

　　　ダム補給量
　　　ダム貯留量
　　　大堰直上流地点確保流量（栗橋地点流況＋大堰取水量）
　　　大堰直上流地点ダム補給なし流量
　　　大堰直上流地点ダム補給後流量



利水に厳しい国土条件、社会条件

「ため池」に始まる我が国の利水の歴史は奈良時代より古く、
その総数は約6万8千箇所

「ため池」に始まる我が国の利水の歴史は奈良時代より古く、
その総数は約6万8千箇所
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建設年代別ダム・ため池の数並びに総貯水容量の累計
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(1868-1911)　　(1912-1925)　　(1926-1944)　　(1945-1964)　　　(1965-)

32750満濃池

17162蛙股池

20708住吉池

15616狭山池

15460一番池

高さ（ｍ）年代（西暦）貯水池名

　ため池　　　 ：受益面積2ha以上のため池。ただし、河川に設置
された高さ15m以上のものを除く。

　　　　　　　 　 約6万8千個所
　ダ ム　　 　　：河川に設置された高さ15m以上のダム　
　　　　　 　　 　　2,704個所
　貯水量　　　 　：ダム・ため池の総貯水容量の累計

出典：ダム年鑑2001年度版（日本ダム協会）、ため池台帳　　
　　　（1991年　農林水産省）に基づき、国土交通省作成



利水に厳しい国土条件、社会条件

香川県内にある約１万５千箇所のため池の総貯水量は、
早明浦ダムの利水容量と同程度

香川県内にある約１万５千箇所のため池の総貯水量は、
早明浦ダムの利水容量と同程度
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出典：国土交通省資料・香川県資料から作成
　　　写真は「讃岐のため池誌」引用



近年においても頻発する渇水とその被害

1994年(平成6年)夏期の渇水では全国に影響が波及1994年(平成6年)夏期の渇水では全国に影響が波及

●全国の取水制限、時間給水、減圧給水実施市区町村図（※5）

■ ：取水制限対象市区町村

■ ：減圧給水実施市区町村

■： 時間給水実施市町村

凡　例

※1　国土庁「平成6年列島渇水の概要」
※2　国土庁「平成6年列島渇水の概要」
※3　通商産業省「平成7・8年度渇水による影響の総合

的把握と渇水対策の確立に関する調査報告書」
1都10県1市とは、（埼玉県、千葉県、東京都、愛知

県、三重県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛
媛県、福岡県、福山市）

※4　国土庁「平成6年列島渇水の概要」
※5　厚生省資料より国土庁で作成

1994年（平成6年）夏期渇水の影響

（水道用水への影響）
　・時間断水、減圧給水等約1600万人に影響（※1）

（工業用水への影響）
　・全国226工業用水道のうち、累計77事業に給水制限（※2）

　・1都10県1市の主要187社の被害額は約350億円（※3）

（農業用水への影響）
　・全国の農作物への被害額は1400億円（※4）

出典

（平成7年1月17日までの類型）
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2000年(平成12年)　には全国28水系で渇水が発生2000年(平成12年)　には全国28水系で渇水が発生

近年においても頻発する渇水とその被害 34

平成１２年に取水制限（自主節水含む）
が行われた府県【建設省調べ】

渇水の状況（日吉ダム（平成12年８月））

河川 取水制限の 最大取水
開始 解除 上水 工水 農水

三面川 8月9日 9月3日 20%
坂井川 7月15日 8月20日 30%
上市川 7月19日 9月5日 20%
大乗寺川 7月18日 7月25日 40%

8月21日 8月31日
室牧川 8月6日 8月31日 50%
裾花川 8月26日 9月11日 33% 33%
大井川 5月27日 6月8日 15% 20% 20%
宇連川 5月22日 6月12日 10% 15% 15%
矢作川 8月1日 8月9日 10% 30% 20%
巴川 20% 50%
揖斐川 8月14日 9月11日 58%
馬瀬川 9月7日 9月12日 5% 10% 10%
王滝川 5月30日 6月28日 25% 50% 65%

7月27日 9月12日
八手俣川 7月26日 9月11日 30% 40% 50%
淀川 9月9日 9月18日 10% 10% 10%
宇陀川 8月21日 9月12日 40% 35%
桂川 8月21日 9月13日
猪名川 8月14日 9月12日 20% 20%
加古川 8月29日 9月12日 15% 40%
揖保川 9月8日 9月26日 35% 33%
日野川 7月12日 9月11日 69%
市川 9月2日 10月2日 15% 50% 50%
飯梨川 8月7日 8月18日 10% 10% 18%
吉井川 9月1日 9月11日 20% 50%
錦川 8月11日 継続中 50%
厚東川 9月22日 11月2日 30%
石手川 4月20日 9月14日
蒼社川 7月25日 9月22日 30% 40%
那賀川 7月19日 7月28日 10% 15%
吉野川 7月20日 7月31日
山口川 1月19日 6月13日 50%
球磨川 5月21日 6月13日 19%
山国川 8月11日 10月10日 20% 20% 20%
日出生川 8月16日 9月10日 25%

77%（不特定)

15.7%（徳島)　20%（香川)

7%(上水) 35%(農水) 35%（特かん）

取水制限実施状況



2002年(平成1４年)　には全国16水系で渇水が発生2002年(平成1４年)　には全国16水系で渇水が発生

近年においても頻発する渇水とその被害 35

１級水系の取水制限実施状況

【油木ダム（福岡県） H14.8.28現在】

（平成１４年９月２日現在）

河川名

開始日 解除日 上水 工水 農水

天塩川 6月17日 7月16日 - - 40%

石狩川 6月28日 7月19日 - - 43%

関
東

渡良瀬川 6月25日 7月19日 10% - 10%

木曽川 6月25日 7月15日 5% 10% 10%

（愛知用水） 8月16日 継続中 15% 30% 30%

矢作川 8月12日 継続中 20% 40% 50%

天竜川 9月3日(予定) 継続中 5% 10% 10%

木津川 8月16日 9月2日 30% - 30%

桂川 8月27日 継続中 20% - 20%

猪名川 8月12日 継続中 20% - 20%

紀の川 6月28日 7月22日 10% 10% 30%

揖保川 8月26日 継続中 - 30% 25%

吉野川 6月21日 7月7日

銅山川 4月26日 7月8日 - 20% -

4月16日 4月21日 10% 10%

6月14日 7月2日 30% 30%

物部川 6月25日 7月1日 - - 12.9%

重信川 6月27日 継続中 10% - 55%(50%)

九
州

山国川 8月24日 継続中 10% - 30%

豊川

近
畿

四
国

徳島　１７．５％　香川３５％

那賀川

6月28日 7月12日 5% 5% 5%

8月29日 継続中

取水制限の実施期間 最大取水制限率

北
海
道

中
部

5% 5% 5%

【日吉ダム（京都府）H14.8.27現在】

取水制限が実施
された都道府県

※一時的に解除している期間を含んでいる。

【寺内ダム（福岡県） H14.8.26現在】



近年においても頻発する渇水とその被害

人口が集中している大都市や瀬戸内海、
離島において渇水が多く発生

人口が集中している大都市や瀬戸内海、
離島において渇水が多く発生
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最近20年の全国の渇水の発生状況
(1981年(昭和56年)～2000年(平成12年))

8ヵ年　　

4～7ヵ年

2～3ヵ年

１ヵ年

0ヵ年 　　

（注）１．国土庁調べ
　　　２．1981年(昭和56年)から2000年(平成12年)
　　　　　の間で上水道について減断水のあった
　　　　　年数を図示したものである。

資料：平成13年版「日本の水資源」（国土交通省）



狂う生態系

1994.8.8　岐阜新聞

1994.9.8　毎日新聞（中部版） 1994.8.13　中日新聞

渇水により様々な被害が発生渇水により様々な被害が発生

渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響 37

弱者にダメージ
1994.8.23　朝日新聞

工業生産被害 農業被害

生態系被害

1994.9.19　朝日新聞



渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響 38

渇水により国民生活や社会・経済活動に様々な影響が発生渇水により国民生活や社会・経済活動に様々な影響が発生

渇水になると、こんな生活への影響が予想されます

その他こんなことも

学校 職場 街中 炊事 風呂・水洗トイレ 洗濯 農業 製造業 その他

給水制限
0％～15％

・節水コマ

・プールの中止
・節水コマ

・公園の噴水中止

・公営プールの
　中止

・節水コマ

・ポリタンクの
　用意

・トイレタンクへの
　ペットボトル

・風呂の残り湯
　利用

・水管理の徹底
・節水コマ

・操業短縮

給水制限
15％～
30％

・給食メニュー
　の変更

・飲食メニュー
　の変更

・冷房の温度制限

・入院患者の
　入浴回数制限

・弁当・レトルト
　食品の利用

・給湯着火不良

・シャワーが使えない

・給水車からの
　水運搬

・高台での水の出が
　悪くなる

・水の出が悪くなり
　洗濯時間が長く
　かかる

・給水車からの
　水運搬

・高台での水の出が
　悪くなる

・番水

・収穫の減少の
　恐れ

・工場内再利用
　の徹底

・一部操業停止
　の恐れ

・イベント・祭りなど
　の中止

・旅館・ホテル等の
　サービス低下の恐れ

・消防活動への
　影響

給水制限
30％～

・弁当持参
・弁当持参

・冷房の中止

・病院の診療
　への影響

・外食

・ペットボトル
　の買い置き

・毎日は風呂に
　入れない

・トイレの使用制限

・クリーニングの
　利用

・収穫不能の恐れ

・作物の枯死

・操業全面停止
　の恐れ

・地域経済への影響

・地下水の過剰な
　くみ上げによる
　地盤沈下の恐れ

・食中毒の恐れ

職場・学校・街中では 家庭では 農業や製造業では



渇水時には工業用水や農業用水等の取水制限などを先行し、
生活用水の確保への大きな打撃を回避

渇水時には工業用水や農業用水等の取水制限などを先行し、
生活用水の確保への大きな打撃を回避

渇水の発生

④河川を維持する流量
　の削減

①工業用水の制限

②農業用水の制限

③水源を地下水に切替え

工業生産に被害が発生

労力を伴う番水、
農業生産に被害

地盤沈下の発生

⑤減圧給水 高台で水がでなくなる

漁業への悪影響、
河川水質の悪化

取
水
制
限
強
化

⑥断水 トイレにも困る

取水制限の実態 取水制限に伴う影響

渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響 39

取水制限



工　水

上　水

上　水

工　水

農　水

0％

20％

20％

0％

20％

50％

20％

80％

60％

30％

85％

70％

30％

100％

80％

30％

100％

90％

25％

85％

90％

7月7日～　　　7月15日～　　　7月22日～　　　8月2日～　　　　8月23日～　　　9月2日～　　　　9月29日～
1995年

5月2日まで

1994年

取水制限の状況

取水制限による影響

●学校等でプールの使用が禁止
●市営等プールの使用中止

●高台住宅で給水困難
●12時間断水

病院・デパート・学校では、
人工透析、手術、水洗便
所、冷房、給食用の水の

確保困難

●工場の生産ラインの一部中止 ●井戸水、排水再利用、海水利用で対応。
２～３割減産

農　水 ●福山市は、干ばつによる農作物被害は
約1億1600万円と発表

芦田水系の１９９４年（平成６年）渇水における取水制限とその影響芦田水系の１９９４年（平成６年）渇水における取水制限とその影響

渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響 40



渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響

取水制限 最大取水制限率・期間 取水制限対象市町村 

水系名 ダム名等 
実施期間 上･工・農(％) 期  間 代表都市 

上水道被害及び 

影響期間注 2) 

備  考 

（緊急放流等） 

利根川 上流８ダム  7/22 ～ 9/19 30・30・30  8/16 ～ 8/21 東京都 減 7/29 ～ 9/8  

木曽川 岩屋ダム  6/9 ～ 11/14 35・65・65  8/22 ～ 9/1 東海市 減 6/14 ～ 8/16 8/5 味噌川ダム試験湛水 

 牧尾ダム  6/1 ～ 11/14 35・65・65  8/22 ～ 9/1  断 8/17 ～ 8/31 8/5 発電容量 

 阿木川ダム  7/11 ～ 11/14 35・65・--  8/22 ～ 9/1   減 9/1 ～ 10/17  

豊  川 宇連ダム  6/16 ～ 10/25 35・60・60  9/9 ～ 9/20 蒲郡市 減 7/19 ～ 10/1  

  ‘95 2/10 ～ 4/25    減‘95 3/1～ 4/25  

矢作川 矢作ダム  5/30 ～ 9/20 33・65・65  8/22 ～ 9/20 豊田市  減 6/3 ～ 9/20  

淀  川 室生ダム  7/9 ～ 9/20 58・--・量注１)  7/28 ～ 9/20 天理市  減 7/9 ～ 8/28  

 琵琶湖  8/22 ～ 10/4 20・20・20  9/10 ～ 9/27 京都市  減 9/3 ～ 10/7  

高梁川   7/26 ～‘95 1/20 50・70・90  8/20 ～ 10/6 倉敷市 減 7/20 ～ 8/8 7/30 発電取水容量 

       断 8/9 ～ 9/29  

旭  川 旭川ダム  8/17 ～ 11/8 20・30・50  8/22 ～ 11/6 岡山市 減 8/22 ～ 9/30  

太田川 土師ダム  7/19 ～ 10/24 27・60・60  8/19 ～ 8/26 広島市 減 7/19 ～ 10/24 7/8 発電容量 

     9/6 ～ 9/9       

芦田川 三川ダム  7/7 ～‘95 5/2 30・68・90  9/11 ～ 9/30 福山市 減 7/17 ～ 8/15  

      断 8/16 ～ 9/28  

      減 9/29 ～‘95 5/2  

吉野川 早明浦ダム  6/29 ～ 8/19 香川 75・徳島 22 注３)  7/16 ～ 7/29 高松市 減 6/29 ～ 7/10 7/24 発電容量 

   8/31 ～ 11/14    断 7/11 ～ 8/19  

  ‘95 3/10 ～ 4/28    減 8/20 ～ 9/3  

       断 9/4 ～ 9/30  

      減 10/1 ～ 11/14  

重信川 岩手川ダム  6/25 ～‘95 5/2 42・--・67  8/1 ～ 9/1 松山市 減 7/11 ～ 7/25 8/26 堆砂容量 

      断 7/26 ～ 11/26 9/25-9/29 面河ﾀﾞﾑ工業農水 

      減 11/26 ～‘95 5/2  

筑後川 江川・寺内ダム  7/7 ～‘95 6/1 50・30・79 注４)  8/23 ～‘95 1/24 福岡市  断 8/4 ～‘95 5/31 9/27 堆砂容量 

 
注1)：取水制限がカットする率（％）ではなく量（m3/s）で制限されているもの。
注2)：「減」は減圧給水、「断」は断水を示している。
注3)：徳島新規用水の取水制限率については9月13日～9月30日の26％（香川新規用水は50％）が最大である。
注4)：上水及び工水のみの最大取水制限率については1月25日～2月28日の上水・工水・農水：54・82・－が最大である。

1995年(平成7年)6月1日現在まとめ

1994年(平成6年)の渇水調整においても工業、農業用水に

厳しい取水制限を実施

1994年(平成6年)の渇水調整においても工業、農業用水に

厳しい取水制限を実施
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渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響

渇水時に工業用水の供給量が削減されることにより、
操業への大きな影響が発生

渇水時に工業用水の供給量が削減されることにより、
操業への大きな影響が発生

42

受水企業の渇水被害額の内訳
1994年（平成6年度）

供給削減率別の工場稼働率

設備・運転装
置等の対策

19%

生産減少

66%

代替工業用水

確保

8%

製品・設備等

の損害

6%

その他

1%

350.48億円

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
20% 30% 40% 50% 60% 70%

供給削減率

工
場

稼
働

率

尾張

愛知用水

西三河

東三河

福山市

注）1.比率はアンケートに解答のあった知多地域、広島地域の企業を対象に算出。
2.出典とした報告書では操業に影響の少ない稼働率の下限を９５％としている。注）工業用水道が集積し且つここ数年で渇水の影響が大きかった

　　１都１０県１市（埼玉県、千葉県、東京都、愛知県、三重県、
　　岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県、福岡県、福山市）
　　の主要１８７社の被害額を算出。

出典：平成７・８年度渇水による影響の総合的把握と渇水対策の確立に関する調査報告書（通商産業省）



渇水時の取水制限と国民生活や工業、農業への影響

渇水時には、番水や用水の反復利用、夜間配水、応急ポンプかんがいなど、
農家の多大な労力により農業用水を他の用途に融通

渇水時には、番水や用水の反復利用、夜間配水、応急ポンプかんがいなど、
農家の多大な労力により農業用水を他の用途に融通

43

「夜水」による夜間配水

応急ポンプかんがい

昼夜を問わず行う水番

出典：農林水産省ＨＰ

出典：香川用水土地改良区



気象状況の変化による利水安全度の低下

各地域における現在の利水安全度の現状各地域における現在の利水安全度の現状
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主要な一級水系のダム等の現況利水安全度
水系名（地　　域）

1/1 1/101/2 1/5 1/20 1/50 1/100

利水安全度
通常の計画利水安全度

1/2(2年に1回程度）

1/4（4年に1回程度）

1/5（5年に1回程度）

1/3（3年に1回程度）

1/13（13年に1回程度）

1/4（4年に1回程度）

1/4（4年に1回程度）

1/3（3年に1回程度）

1/37（37年に1回程度）

1/6（6年に1回程度）

1/4（4年に1回程度）

1/3（3に1回程度）

1/2（2年に1回程度）

1/30（30年に1回程度）

1/25（25年に1回程度）

1/6（6年に1回程度）

1/17（17年に1回程度）石 狩 川（札幌周辺）

岩 木 川（弘前周辺）

最 上 川（山形周辺）

名 取 川（仙台周辺）

利 根 川（首 都 圏）

荒　　 川（浦和周辺）

相 模 川（横浜周辺）

信 濃 川（新潟周辺）

手 取 川（金沢周辺）

木 曽 川（尾張地域）

豊　　 川（豊橋周辺）

矢 作 川（豊田周辺）

淀　　 川（大阪周辺）

太 田 川（広島周辺）

吉 野 川（高松,徳島）

重 信 川（松山周辺）

筑 後 川（福岡周辺）

注）本図は、対象水系の図中（）書きの地域に対するダム等の都市用水補給の安全度を表現したものであり、必ずしも対象
水系に係る全ての利水の安全度や当該地域全体の利水の安全度を表現したものではありません。



各国主要都市の利水安全度各国主要都市の利水安全度

気象状況の変化による利水安全度の低下 45

50年に1回の渇水15年に1回ロンドン

既往最大渇水７年に１回ニューヨーク

既往最大渇水11年に１回サンフランシスコ

10年に１回の渇水３年に１回東京

計画目標
現在の渇水
発生状況

都市名



1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

1 8 9 7 年

(明治3 0 年)

1 9 0 3 年

(明治3 6 年)

1 9 0 9 年

(明治4 2 年)

1 9 1 5 年

(大正4 年)

1 9 2 1 年

(大正1 0 年)

1 9 2 7 年

(昭和2 年)

1 9 3 3 年

(昭和8 年)

1 9 3 9 年

(昭和1 4 年)

1 9 4 5 年

(昭和2 0 年)

1 9 5 1 年

(昭和2 6 年)

1 9 5 7 年

(昭和3 2 年)

1 9 6 3 年

(昭和3 8 年)

1 9 6 9 年

(昭和4 4 年)

1 9 7 5 年

(昭和5 0 年)

1 9 8 1 年

(昭和5 6 年)

1 9 8 7 年

(昭和6 2 年)

1 9 9 3 年

(平成5 年)

1 9 9 9 年

(平成1 1 年)

年
降

水
量

(m
m

)

日本の年降水量の経年変化

平均
トレンド

年降水量

①

③

⑤

④

②

開発当時(20年)
近年(20年)

列
島
渇
水

1964
(昭39)

1967
(昭42)

1973
(昭48)

1978
(昭53)

1984
(昭59)

1986
(昭61)

1992
(平4)

1994
(平6)

首
都
圏
渇
水

西
日
本
冬
渇
水

全
国
冬
渇
水

福
岡
渇
水

高
松
砂
漠

長
崎
渇
水

東
京
五
輪
渇
水

①

②

開発当時の20年で②位（１／１０）は、
近年では20年で⑤位（１／４）

(＝1,637mm)

近年の降雨の傾向をみると、利水安全度は低下近年の降雨の傾向をみると、利水安全度は低下

気象状況の変化による利水安全度の低下 46



気象状況の変化による利水安全度の低下 47

近年の降雨の傾向により、水資源開発量の実力低下
（木曽川水系の例）

近年の降雨の傾向により、水資源開発量の実力低下
（木曽川水系の例）

5.57.2
10.3

17.8

7.9

39.6

2.0

4.0

1.9

4.3

2.8

3.0

22.5

6.9

15.2

7.8

12.0

4.6

0

50

100

m3/s

徳山ﾀﾞﾑ

長良川河口堰

味噌川ﾀﾞﾑ

阿木川ﾀﾞﾑ

岩屋ﾀﾞﾑ

牧尾ﾀﾞﾑ

　　　　　　　開発水量
（昭和20年代前半～昭和40年代
前半の気象データを基にして
1/10渇水で計画しダム建設が
行われた。その施設の開発水量）

Ｈ６年渇水時における
供給可能水量

近年20年間における
気象データを基にした
1/10渇水時における
供給可能水量

気象変化による水資源開発水量の実力低下（木曽川水系の例）

92.7

52.9

29.5

（約６割）

（約３割）



気象状況の変化による利水安全度の低下

地球温暖化により100年後に西日本では積雪がほとんどなくなり、
日本海側では最深積雪深100cm以上の地域が大幅に減少と予測

地球温暖化により100年後に西日本では積雪がほとんどなくなり、
日本海側では最深積雪深100cm以上の地域が大幅に減少と予測

48

IPCCの第三次評価報告書によると

2100年には、1990年と比較して、

世界の、

　平均気温が1.4～5.8度の上昇する見通し

　海面水位が9～88cmの上昇する見通し

凡例

1cm未満

1cm以上 5cm未満

5cm以上 10cm未満

10cm以上 20cm未満

20cm以上 50cm未満

50cm以上100cm未満

100cm以上150cm未満

150cm以上

出典：農業環境技術研究所、井上聡、横山宏太郎、1998、「地球環境変化時における降積雪の変動予測」



出典：全国地盤沈下地域の概況（環境省2002年(平成14年)）

観測開始からＨ12年度までに地盤沈下が認められた地域

※　第四系とは、第四紀（現在から約170万年前に相当する地質学的
な年代の呼び方）に堆積した地層を言う。年代が新しいため、一
般に固結しておらず軟弱な地層である。

全国の主な平野では地盤沈下が発生全国の主な平野では地盤沈下が発生

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 49



出典：全国地盤沈下地域の概況（環境省1999年(平成11年)

地下水の取水規制等により、近年地盤沈下は沈静化傾向地下水の取水規制等により、近年地盤沈下は沈静化傾向

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 50



関東北部各県における近年の渇水の発生と地盤沈下状況
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栃木県野木町の地盤沈下状況

関
東
北
部
各
県
に
お
け
る
近
年
の
渇
水

の
発
生
と
地
盤
沈
下
状
況

近年の主な
渇水年

埼玉県鷲宮市（1994年撮影）

渇水時に地下水の汲み上げが多くなり、地盤沈下が進行渇水時に地下水の汲み上げが多くなり、地盤沈下が進行

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 51

栃
木
県
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木
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地
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沈
下
状
況

埼玉県鷲宮市（1994年撮影）



1995年（平成7年）

1994年(平成6年)7月22日～9月19日、利根川水系において30％の取水制
限が生じた。 出典：関東地区地盤沈下調査測量協議会編「関東地域地盤沈下等量線図」

注）図中、青色の部分は沈下、赤色は隆起を表す。

渇水年には地盤沈下が大幅に進行渇水年には地盤沈下が大幅に進行

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 52

渇水年
1994年(平成6年)



地下水汲み上げ等による地盤沈下で洪水氾濫の危険度が増大地下水汲み上げ等による地盤沈下で洪水氾濫の危険度が増大

地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保 53

地下水くみ上げ等によって起こる地盤沈下は、洪水氾濫の危険性を増大させています。
地盤沈下前後の標高を用いて氾濫シュミレーションを行ってみると、想定される浸水深
が増加することがわかります。　　　　　〈計画想定規模の氾濫による氾濫のシュミレーション〉

（100年前）地盤沈下前

（現在）地盤沈下後

木曽川左岸側
（愛知県西部）

凡例
■：０．５ｍ未満
■：０．５～１．０ｍ
■：１．０～２．０ｍ
■：２．０ｍ以上



地下水の汚染や地盤沈下防止に対応するための代替水源の確保

洪水氾濫の被害を試算すると、
１００年間の地盤沈下の影響により被害額が大幅に増加

洪水氾濫の被害を試算すると、
１００年間の地盤沈下の影響により被害額が大幅に増加

54

出典：国土交通省資料（標高データは
国土地理院『水準測量データから求
めた日本列島１００年間の地殻上下
変動』より）

洪水氾濫シミュレーションによる

被害予測

地盤沈下前（約１００年前）と地盤沈下後（現況）
の標高データを用い、荒川、木曽川、大和川が
計画想定規模の洪水により氾濫した場合に想定
される浸水被害について、現況の土地利用状況
を前提に、地盤沈下前後の比較を行ったもの

〈 〉

江東デルタ地帯
最大沈下4.5m

愛知県西部
最大沈下1.5m

大阪市周辺
最大沈下1.2m

＋30cm2兆2,000億円大和川（大阪市周辺）

＋70cm　　 9,000億円木曽川（愛知県西部）

＋50cm3兆3,000億円荒　 川（江東デルタ地帯）

浸水深増加量
（平均）

被害額の増加
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地下水へ有害物質が混入した事例地下水へ有害物質が混入した事例
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河川水と地下水の水質の比較（その１）河川水と地下水の水質の比較（その１）

健康項目の環境基準値を超える地点数（平成5年から12年）
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出典：公共用水域の水質測定結果
　　　　地下水質測定結果（環境省）

※健康項目のうちＨ５以降測定しているものについて、
環境基準値を超える地点数が多い項目について整理



　注）ふっ素及びほう素は海水の影響により環境基準を超越した点を除いた地点数を記載 資料：平成14年版「環境白書」

      　河川と地下水共に環境基準値を超える地点がない項目は除く 　　　　平成14年版「環境統計集」

健康項目の環境基準値を超える地点数（平成12年度）
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東京都内88地点の地下水観測では、11地点で地下水中の

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基準を満たしていない

東京都内88地点の地下水観測では、11地点で地下水中の

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基準を満たしていない
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出典：平成12年度　公共用水域及び地下水の水質測定結果（東京都環境局）
概況調査82地点と定期モニタリング調査6地点の合計
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硝酸性・亜硝酸性窒素による健康影響
硝酸性・亜硝酸性窒素が飲料水などに多く含まれると、血液の酸素運搬能力を阻害するメトヘモグロビン
血症を引き起こし、人の健康を害する恐れがあり、場合によっては死に至ることもあるといわれています。



少子高齢化、核家族化等により渇水被害ポテンシャルが増大

高齢者単独世帯は渇水時に水の確保が困難な「災害弱者」と
なることから、その増加に伴いダメージポテンシャルは増大

高齢者単独世帯は渇水時に水の確保が困難な「災害弱者」と
なることから、その増加に伴いダメージポテンシャルは増大
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1994.8.23　朝日新聞 高齢者単独世帯数の推移
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注）1995年(平成7年)の数値は兵庫県を除いたものである。
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